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１ 地理分野からの出題です。中国・四国地方に関する文章をとおして、日本地理の基本的な事項を問うています。 

  問１ 各県の主な産業に関する知識を問うています。正解は②です。①は山梨県、③は宮崎県、④は愛知県についての説明文です。 

問２ 「赤潮」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問３ 養殖漁業に関する知識を問うています。かき類の生産額が日本第１位である県は広島県です。その位置を示している②が正 

解です。 

問４ 比較的最近の話題である「市町村合併」に関する問題です。いわゆる「平成の大合併」を促した背景として適切ではない① 

が正解です。 

問５ 比較的最近の話題をとおして、国内産業に関する知識を問うています。近年、中国等からの輸入が増加しています。「安価 

な外国の製品が大量に輸入されるようになったため。」という内容が書けていれば正解とします。「製造拠点の海外移転」や  

「後継者不足」といった内容も正解とします。 

問６ 伝統工業のように、特定の地域と結びついた産業を「地場」産業といいます。ひらがなでも正解とします。 

問７ 瀬戸内工業地域に関する出題です。正解は①です。岩国・周南は、石油化学工業がさかんな都市です。 

問８ 自動車の輸出入先のグラフをとおして、日本の貿易に関する知識を問うています。「ドイツ(連邦共和国)」が正解です。 

問９ 世界遺産に指定されていない③の「鳴門海峡のうず潮」が正解です。 

 

 

２ 歴史分野からの出題です。日本における仏教に関する５つの史料をふまえての出題ですが、あくまで日本史の基本的な事項の理解

を問うています。 

  問１ ５つの史料は、それぞれ日本仏教史における重要なことがらについて述べています。これらを時代順に並べかえると、１→ 

５→２→４→３となりますので、正解は「２」([史料２])です。  

  問２ Ａ 原始・古代の日本と東アジア諸国との関わりについての知識を問うています。正解は①です。 

     Ｂ 「飛鳥（法興）」寺が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

  問３ 平安時代における浄土教流行の背景には、当時の世情不安がありました。14 世紀の南北朝の動乱について述べている④が

正解です。 

  問４ 神仏分離令が出された 1868年は明治新政府による政治の刷新が進められた年です。正解は①です。「五榜の掲示」は維新直

後の民衆に対する政策を示したものです。歴史上の重要なできごとについては、いつ、どのようなつながりをもってなされ

たのか、ということに留意して学習してください。 

  問５ 加賀の一向一揆について問うています。 

     Ａ 加賀の一向一揆がおこったころの農民の様子を述べている③が正解です。 

     Ｂ この一揆の勢力は 1488年に守護(富樫政親)を倒し、以後、織田信長に制圧されるまでの約 1世紀にわたり、加賀国を 

自治的に運営しました。このような下剋上の風潮が一般化した戦国時代に全国統一をすすめた③の「織田信長」が正解  

です。 

  問６ 国分寺建立の詔を発した聖武天皇の時代、743年に墾田永年私財法が定められました。正解は④です。①は元明天皇、②は 

称徳天皇、③は後白河天皇に関して述べています。 

  問７ 代表的な絵画資料及び鎌倉新仏教についての基本的な知識を問うています。 

Ａ 「鎌倉時代中期に時宗をひらいた僧」ということで、「一遍」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。彼 

の伝記を描いた「一遍上人絵伝」は、鎌倉時代の景観や風俗をうかがい知る重要資料とされています。 

     Ｂ 正解は③です。これは 16世紀の倭寇の様子を描いた「倭寇図
ず

巻
かん

」の代表的な部分です。 

 

 



３ 公民分野からの出題です。裁判員制度に関して述べた文章をもとに、基本的な事項の理解を問うています。 

問１ 国会に関する知識を問うています。④の「弾劾裁判所の設置」が正解です。 

問２ 内閣総理大臣と国務大臣の任命や、その資格について問うています。正解は④です。 

  問３ 正解は、①の「自由権」です。黙秘権は、身体の自由に属します。 

問４ 裁判所が国会に対してもつはたらき、つまり違憲立法審査権について、1行で説明する問題です。「国会でつくられた法律が 

憲法に違反しているかどうかを審査する。」という内容が書けていれば正解とします。 

問５ 正解は、(あ)は「フランス」、(い)は「ルソー」です。 

問６ 刑事裁判についての知識を問うています。正解は、(あ)は「検察」、(い)は「弁護」です。それぞれ正しい漢字での解答の 

み正解とします。 

問７ 選挙権をもつ人には裁判員になる資格がありますが、②の「国会議員」はその資格が認められていません。 


